
○ 日 時 令和３年３月５日（金）午後６時００分

○ 場 所 緑と語らいの広場複合施設　えにあす１階　　会議室４

１．開会

２．保健福祉部長挨拶

３．議事

（１）令和３年度保健事業の推進について

（２）令和３年度予算(案)の概要について

（３）令和２年度新規事業報告について

① 二次救急医療臨時助成事業

② 医療機関感染症対策支援事業

③ 小中学生及び妊婦の季節性インフルエンザ予防接種助成事業

④ ＰＣＲ検査設置事業

⑤ 対妊婦、乳幼児世帯必要物品配布事業

⑥ 新生児臨時給付金給付事業

⑦ 産婦健康診査事業

⑧ 産後ケア事業

⑨ ５歳児相談

（４）令和３年度新規事業（案）について

① 二次救急医療助成事業

② 新型コロナウイルス感染症ワクチン

③ 歯周疾患検診事業

④ 新生児聴覚検査事業

４．その他

５．閉会

資料１２～１５

令和２年度　第２回

恵庭市保健センター運営協議会

資料１

資料２

資料３～１１
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（ １） 令和３年度保健事業の推進について

・ ３５～３９歳の市民等を対象に身体計測、検尿、血液検査
等の健康診査を行う。

人 人 人

・ 胃、大腸、肺、子宮、乳がん検診を集団、送迎バス、
個別医療機関で実施する。（ R2、R3年度それぞれ後期高齢者を含む）

人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人

人 人 人
人 人 人
人 人 人

　クーポン対象者

・ 生活習慣病の発症リスクが高い者に対する特定保健指導に
加え、特定保健指導の対象とはならなく ても、検査数値から
その重症度に応じた保健指導を実施する。

% % %
発症予防（集団） 回 回 回
重症化予防（個別） % % %

回 回 回
回 回 回

・ がん・ 生活習慣病予防など、健康づく りに関する正しい知識の
普及と適切な指導、支援を行う。

回 回 回

高齢者健康教育事業・ 入浴施設を会場として、健康講話やいきいき百歳体操の紹介等
高齢者の健康維持・ 増進の普及啓発を図るとともに、外出のきっ
かけとすることで、閉じこもりの防止を図る。

回 回 回

・ 健康づく り相談日の開設や電話相談などで心身の健康につ
いて個別の相談に応じて必要な指導、助言を行う。

回 回 回

・ 心身の機能の低下している方やその家族に対し、療養上必要な
保健指導を行い、心身の機能低下の防止と健康の保持増進を図る。

人 人 人

実施回数

11

0

その他の
保健指導

特定保健指導（実施率）
4

R2見込み
0

R2見込み

健診結果説明会 4

13開催回数

650

15

R2見込み

R3予算

R2予算

R2予算

4
65
4

事業項目
事　業　名

健康診査等
事業

健康診査

子宮頸がん検診

　合　計

各種がん検診事業

※後期高齢者の胃・ 大
腸・ 肺がん検診費用の
支払いは国保医療課で
対応

※子宮がん検診は体部
を含む

がん検診推進事業

特定保健指導等事業

健康増進事
業

健康相談事業

健康教育事業

訪問指導事業

R3予算 R2予算

1,627
1,858

受診者数 48 48

2,000大腸がん検診

R2見込み

41

受診者数 R3予算 R2予算
胃がん検診 1,465 1,551

肺がん検診 1,543

R2見込み
978
1,283
1,111

1,027
607

喀痰検査

R2見込み
クーポン

R3予算 R2予算

25 25

11
552

クーポン クーポン

117
142

　　子宮・・・20歳全員、乳40歳全員。

65 60

29 28
子宮がん検診 974
乳がん検診 1,051 1,081

8
77
85

R2見込み

144
119

R3予算 R2予算

4
52 4850

1

25 45
R2予算

4
健康づくり講演会

R3予算

訪問指導(人数)

600

R2見込み
13

R3予算

R3予算
700

開催回数 2

R2予算

15

資料１

具体的事業
事業の目的・ 内容

乳がん検診
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人 人 人

回 回 回
回 回 回
回 回 回

・ 産婦とその乳児が授乳指導や育児指導、心理的ケアを助産施設に
宿泊しながらサポートを受けることができる。

・ 妊娠・ 出産・ 育児に関する情報提供や相談、仲間づく りの
機会とする教室を開催する。

・ 特定不妊治療を受ける夫婦の経済的負担の軽減を図るため
治療費の一部を助成する。

件 件 件

回 回 回
回 回 回

・ 乳幼児における身体発育、運動、精神発達の遅れを早期に
発見し、適切な療育につなげ、健康に成長できるよう健康診

・ ３～４か月児 査を行い支援する。
・ ９～１０か月児
・ １歳６か月児
・ ３歳児 人 人
・ ５歳児相談 人 人

人 人
人 人
人 人

人 人
人 人
人 人
人 人
人 人

人 人
人 人
人 人
人 人
人 人

・ ３～４か月児を対象に股関節脱臼の検診を行う。

人 人
人 人
人 人

・ 子どもの健康と育児に関する育児教室や相談日を開設する。

回 回 回

回 回 回

・ 電話相談も実施し随時対応する。
・ 0歳～6歳児の親に対し、救急対応等の理解を深めるための冊子
を改訂、作成し配布する。

両親教室(回数) 0回 年4回

産後ケア事業
R3予算 R2見込み R2予算

人数・宿泊数 4人×4泊4人・15泊4人×4泊

1回×年4コース

R2予算R2見込み

育児教室(回数) 6

12

453
89.1%

受診率

R3予算

6

R2見込み

育児相談(回数)

検診者数

R2予算

12

392

12

6

92.8%

R3予算

551 534 97.3%

妊婦教室(回数)

411 90.7%

妊婦・ 両親教室・ プレ
ママ相談日

428 431

R3予算 R2見込み

交付数

超音波検査(回数) 2,259 1,974
　妊婦健診(回数) 5,556 4,657

妊婦健康診査・ 産婦健
康診査

2,454

R3予算

　産婦健診(回数) 688 281 454

469

R2予算
5,426

３～４か月児健診

事業項目
事　業　名

母子健康手帳の交付
R3予算 R2予算

年12回

R2見込み
1回×年3コース

年12回

R2予算
1回×年4コース

年12回

R2見込み
対象者数 受診者数 受診率

472 458 97.0%

プレママ相談日(回数)

32

養育支援訪問

R3予算

R2見込み

R2見込み R2予算
444

87

特定不妊治療費助成

R3予算

乳児家庭全戸訪問

申請件数 40 44

３～４か月児健診

乳児家庭全戸訪問 430

R3予算

養育支援訪問

453 441 97.4%

R2予算

乳幼児健診・ 相談

対象者数 受診者数 受診率

445
92 93

440 427 96.4%３～４か月児健診

１歳６か月児健診 495 485 98.0%
３歳児健診

９～１０か月児健診

５歳児相談 524 24 4.6%

453

受診者数
R2予算

対象者数

96.0%

97.6%

97.2%

受診率

97.9%
98.2%

510 498 97.6%

３歳児健診 563

458

１歳６か月児健診

母子保健事
業

育児教室、育児相談

458

先天性股関節脱臼検診

９～１０か月児健診 463

509

具体的事業
事業の目的・ 内容

受診者数対象者数

440R2見込み
425

こどもの救急冊子作成

１歳６か月児健診
３歳児健診 562 546

447

547

９～１０か月児健診 486 476
500

97.8%

５歳児相談 588 15 2.6%

５歳児相談 586 30 5.1%
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所 所 所

回 回 回

*母子健康手帳交付時、Coconetサポートファイルでのプランを作成

・ う歯予防の適切な習慣を形成し、う歯の低年齢化、重症化
を防ぐため、歯科健診やフッ素塗布を実施する。

フッ素塗布
回 回 回

人 人 人

･8020運動の実現に向け、歯槽膿漏など歯周病予防のための
歯科健診を実施する。

回 回

･歯科疾患予防と口腔機能の維維持向上のために歯科医師と
歯科衛生士による講話等で普及啓発を図る。

回 回 回

・ 6月の食育月間等で、各団体が取り組んでいる食育推進事業
のパネル展示等を行い食育の普及を図る。

回 回 回

・ 食への関心を高め、「 生涯にわたる健やかな暮らしの実現」
を目指して講演会等を開催する。

回 回 回
回 回 回

・ 各種予防接種を行う。

人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人
人 人 人

・ 風しん対策事業(成人男性)

人 人 人
人 人 人

R2予算

R2見込み

1

4

R3予算 R2予算

1

42

4

8個別歯周疾患検診へ

1,671

R3予算 R2予算

134

1,818

1,211

0

R2見込み

フッ素塗布者数

R3予算

3

R3予算

健口教室

1,106

R3予算

小児用肺炎球菌
予防接種事
業

食育推進事
業

えにわの食育展（ 食育
推進展示）

R3予算 R2予算
3

R2見込み

歯科保健事
業

幼児歯科健診・ 相談

R3予算 R2見込み

30

R2見込み

1,325

実施回数

歯科健診(回数)

R2見込み

0

R2予算

8

66

成人歯科健診・ 相談

8,894

R2見込み

110

備考
延接種者数

8,977

600

412

R2.10～1,044 573 573

3,900

549
1,073

8,704
530

0
1,809

891

R2予算
798

2

単独接種含む

高齢者等ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

Ｂ型肝炎

高齢者肺炎球菌 670 700

810
子宮頸がん予防 483

ヒブ

1,124 1,328

1,811

R2予算

48

1,594

個別接種

実施回数 3

食育講演会、食育講座

食育講座(回数)
食育講演会(回数)

R3予算

6
1

四種混合

1,574
1,671
1,670

麻しん風しん 1,038
二種混合 555

歯科口腔保健普及啓発
事業

449

R3予算 R2見込み

430 437

・ 「 子育て世代包括支援センター事業　Coconetえにわ」 として相
談窓口を保健センターに設置し、母子保健コーディネーター１名
を配置のうえ、妊娠期から子育て期にわたり安心して健康な生活
ができるよう、利用者目線に立った「 応援プラン」 を作成し、相
談および切れ目のない支援を提供する。

事業項目
具体的事業

事　業　名 事業の目的・ 内容

子育て世代
包括支援セ
ンター事業

子育て世代包括支援セ
ンター事業

R3予算 R2見込み R2予算

相談窓口 1か 1か 1か

支援ﾌﾟﾗﾝ作成数

R2予算

R2見込み

ロタウィルス

2

3,591 3,498

三種混合含む

443
R2予算

354

日本脳炎

ＢＣＧ

1,494 1,836

水痘 860

予防接種

不活化ポリオ

風しん抗体検査 1,238 798
風しん予防接種 132 134
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・ 肝炎ウィルス感染状況を把握するため血液検査を行い、
必要に応じ保健指導を行う。

人 人 人

・ 血液検査を行いエキノコックス症の早期発見と治療を
普及啓発 図る。

人 人 人

・ 診療所を運営し、夜間・ 休日の内科・ 小児科系一次救急の
診療日空白ゼロを維持する。

人 人 人

・ けが等の外傷は、夜間・ 休日の在宅当番医療機関で診療す
る。
・ 年２回開催
・ 市の救急医療体制の確保と充実を図るため、市内の二次救
急医療機関（ 救急告示病院） に対して助成する。
・ 令和３年度より１医療機関への定額割を３０万円（ 現行） から
搬送人数により設定条件が変動。

人 人 人

・ 保健センターに医療顧問医師を配置する。

回 回 回

・ 保健センター運営協議会を開催し、保健事業の推進につい
て検討する。
・ 年３回開催 　
・ 献血の普及啓発を図る。
・ 薬物乱用防止の普及啓発を図る。

・ うつ、自殺予防のためのこころの健康づく り講演会、ゲート
キーパー養成講座、パネル展を開催する。

回 回 回

回 回 回
日間 日間 日間

・ 精神保健福祉についての正しい知識の普及と電話、来所、
訪問による相談、指導を行う。 (R3. 1月末実績128件)相談・ 訪問指導

普及啓発事業
R3予算

1

50 50

R2予算
こころの健康づくり講演会 1

R2予算

3,000

R2見込み

539

エキノコックス症検診

R2予算

月6

0

7660

R2見込み

R3予算 R2見込み

保健セン
ター運営事
業

歩くことを通
したまちづく
り事業

配置日数

参加者数

502

R3予算

具体的事業

R2予算

事業項目

R2予算

R2見込み

R2見込み

・ 歩く ことに関連したイベント等をはじめとした仕掛けや仕組み
により、市民の健康への関心と参加を促し、健康づく りを推進す
るまちづく りにつなげる。

R3予算

受診者数

3,000 1,500

R2予算

4,237
夜間・ 休日
急病診療所
運営事業

夜間・ 休日急病診療所
運営事業

患者数 3,516

普及啓発パネル展

薬物乱用防
止事業

感染症予防
事業

肝炎ウィルス検診

R3予算

薬物乱用防止事業

保健センター医療顧問
医師設置事業

保健センター運営協議
会事業

献血事業

救急医療対
策事業

歩く ことを通したまち
づく り事業

4,050

献血事業

事　業　名

R3予算

40

受診者数

R2見込み

救急医療対策会議

二次救急医療助成事業

月6 月6

事業の目的・ 内容

507

こころの健
康づく り事
業

ゲートキーパー養成講座 1 0 1

50

5



（２）令和3年度予算(案)の概要について

《 歳入ベース 》 （単位：千円）

R3より後期高齢者医療特別会計へ移行

《 歳出ベース 》 （単位：千円）

健康診査等事業

健康増進事業

母子保健事業

子育て世代包括支援ｾﾝﾀｰ事業

歯科保健事業

食育推進事業

予防接種事業

感染症予防事業

夜間・休日急病診療所運営事業 患者一人当たり17,968円

救急医療対策事業 二次救急医療助成 5,149,000円含む

歩くことを通したまちづくり事業

保健センター運営事業

献血事業

薬物乱用防止事業

こころの健康づくり事業

0

1,726

民 生 費 115 117 △ 2

合　　計 333,646 335,899 △ 2,253298,758

一般会計

117

149,040

184

700

3,497

3,101

48,583

備　考

衛 生 費 332,401 334,686 △ 2,285

26,893 17,856 28,171 △ 1,278

事業項目 R3予算① R2予算②

298,758

R2見込

297,545

5,149 5,837 △ 688

△ 1593,338 3,497

755

5,793

72,770

事業項目 R3予算① R2予算② 比較①-②R2見込

事業項目 R3予算③

各種検診料金収入等

後期高齢者広域連合受託金

比較①-②

計

8,605

42,413

8,006

R2見込

27,622夜間・休日急病診療所使用料・手数料 32,102 38,163 -6,061

国・道補助金・交付金 7,876 6,601

資料２

755 0

R2予算②

備　考

437

9,129 △ 524

保健センター維持管理費

夜間・休日急病診療所管理費

159 △ 2

167,539 △ 2,142

1,261 307

76,790 △ 478

備　考

健康スポーツ課分の健康増進事業含む

247

6,458

-247

1,418

53,997 -5,414

△ 198

47,092 652

402

694

402

694

5

29

437

43,291

381

3,522

△ 25

142

総 務 費 341,130 1,096 1,096

117 △ 2

合　計 333,646 335,899 △ 2,253

比較①-②

117

1,261

0

0

0 0

0

357

緑と語らいの広場複合施設
維持管理事業

157

165,397

1,568

76,312

0

0

115

5,248

47,744

239

407

723

356
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事業名 二次救急医療臨時助成事業

内　容

（実施方法・周知等）

令和２年度実績

令和２年度 新規事業報告

目　的

二次救急医療機関は、新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、感染症を

疑う救急患者の対応については、従来に比べて格段に困難な状況の中、

対応にあたっている。こうした新型コロナウイルス感染症の拡大防止、

収束に向けてウイルスに立ち向かい、救急医療を行う医療機関を支援する。

対象者
二次救急医療機関　恵み野病院、恵庭第一病院、えにわ病院

実施期間
令和2年3月1日～9月30日

恵庭市民の救急搬送者を交付対象。3月～5月は救急搬送実績、

6月～9月までは月ごとに救急搬送実績に応じて交付する。

恵庭第一病院　1,036,000円

えにわ病院　　　378,000円

恵み野病院　　3,444,000円　
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事業名 医療機関感染症対策支援事業

内　容

（実施方法・周知等）

令和２年度実績

令和２年度 新規事業報告

目　的

新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、医療機関においては個人防護具等が

国内でも不足している中で、医療提供体制を確保するとともに、医療従事者

等の感染を防ぐため、必要となる医療用物資等のかかり増し費用を助成する。

対象者
令和2年5月25日時点で恵庭市内で開設している病院、一般診療所、

歯科医院、薬局、助産所

実施期間

感染防止対策に必要な消耗品及び医療機器の購入に係る費用を助成。

二次救急病院　30万円

病院・有床クリニック　20万円

診療所・無床クリニック（医科、歯科、耳鼻科、眼科等）　10万円

薬局・助産所　5万円

◆診療所・無床クリニック63件　◆薬局・助産所30件

支給額　9,400,000円

◆二次救急病院3件　◆病院・有床クリニック5件
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事業名 小中学生及び妊婦の季節性インフルエンザ予防接種（任意接種）助成事業

内　容

（実施方法・周知等）

令和２年度実績

「任意接種」の助成を実施し、妊婦についても肺炎に係った場合に重症化

する恐れがあることから助成の対象とする。

目　的

令和２年度 新規事業報告

新型コロナウイルス感染症の影響により、市内小中学校では長期にわたる

臨時休校を余儀なくされ学習の機会が失われたところです。例年、流行する

季節性インフルエンザに対しても学校・学級閉鎖等の状況が予測されている

ことから今年度に限り、今後の教育に係る予防対策として小・中学生を対象に

11月子ども1,738人、妊婦33人

1月子ども　56人、妊婦4人

10月子ども1,024人、妊婦60人　　

12月子ども679人、妊婦7人

対象者
〇小学1年生～小学6年生

〇中学1年生～中学3年生　　〇妊婦

実施期間
令和2年10月1日～令和3年1月末日

予防接種を行っている医療機関に受診、恵庭市と恵庭市医師会との契約締結

実施回数は小学1年生～6年生相当の13歳未満は2回接種

中学1年生～3年生相当の13歳以上は１回接種、妊婦は1回接種
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事業名 ＰＣＲ検査設置事業

・ 医師の診察により、PCR検査が必要と判断された者

内　容

（ 実施方法・ 周知等）

令和２年度実績令和2年12月17日～令和3年1月末現在： 308件

(7)人員体制： 市職員（ 保健師、事務職員） 、誘導員（ 委託1名）

(6)検査数： 1日20件程度

対象者

令和2年12月17日～令和3年3月31日

・ 比較的症状が安定しており、検査場まで行く ことができる者

実施期間

・ 陽性患者の濃厚接触者に特定された者（ 千歳保健所より依頼）

(1)実施期間： 令和2年12月17日～令和3年3月31日

(2)名称： 恵庭ＰＣＲ検査センター

(3)設置場所： 恵庭市車両センター敷地内（ 非公表）

(4)開設日： 毎週　月曜・ 火曜・ 木曜　14: 00～16: 00　予約制

(5)実施方法： 唾液採取検査（ ドライブスルー方式）

令和２年度　新規事業報告

目　的

新型コロナウイルス感染症が拡大する中、千歳保健所管内でのＰＣＲ検査

が増額していることから、感染疑いのある方が早期にＰＣＲ検査を実施

できるよう北海道からの委託を受けて、恵庭市医師会の協力のもと恵庭市が

図る。

ＰＣＲ検査センターを設置・ 運営し地域医療体制の確保と感染拡大防止を
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事業名 対妊婦、乳幼児世帯必需物品配布事業

内　容

（実施方法・周知等）

令和２年度実績

　乳幼児おしりふき　郵送845人（827世帯）

令和２年度 新規事業報告

目　的
妊婦や乳幼児（0歳～1歳未満）を子育てする家庭に対する新型コロナ感染症を含めた感
染予防への寄与と安心した生活を送るための一助となる。

　妊婦マスク　郵送配布248人・母子健康手帳交付時配布357人(R3.1末現在）

対象者

実施期間

【妊婦】
（１）対象者：妊娠届を提出した令和2年5月1日以降の出産予定日の方
（２）対象者数：４００人
①既に妊娠届を提出している妊婦250人　②今後母子健康手帳交付予定数150人
（３）事業内容：対象者へサージカルマスク5枚を配布
①については郵送配布、②については母子健康手帳交付時に配布
（４）配布期間　Ｒ2.4.23～Ｒ3.3.31

【乳幼児】
（１）対象者：恵庭市に住民登録のある0歳児～1歳児
（２）対象者数：900人
　①既に出生届を提出している0歳児　　②既に出生届を提出している1歳児
（３）事業内容：対象者へお尻拭きを郵送配布
（４）郵送日　Ｒ2.5.19

内容参照

内容参照
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事業名 新生児臨時給付金給付事業

内　容

（実施方法・周知等）

令和２年度実績

令和２年度 新規事業報告

目　的
新型コロナウイルス感染症の影響を受けながら不安な妊娠期を過ごし出産した子どもを
育てる父又は母への市独自の支援として、臨時給付金を支給することで対象者への経済
的な支援と子どもの健やかな成長を応援する。

対象者

実施期間

令和２年４月２８日から令和３年４月１日までに生まれたお子さんで、出生日から給付
金申請日まで継続して恵庭市に住民登録していること。

また給付対象児の父又は母が、令和２年４月２７日から給付金申請日まで継続して住民
登録していること

申請期間　令和２年１０月１日～令和３年５月２１日

（１）給付金額
　給付対象児1人につき100,000円
（２）対象人数450人
（３）内容
　市は出生届に基づき、対象者を抽出し申請書を郵送。申請者は返信用封筒に必要書類
を入れて返送。審査の後、申請者名義の口座に振込。

　対象期間出生数304人　対象数280人　うち申請数268人（申請率95.7％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R3.1末現在
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事業名 産婦健康診査事業

内　容

（ 実施方法・ 周知等）

令和２年度実績

※　　　　 令和2年4月1日以降に母子健康手帳を交付された産婦が対象となるため、

（ １） 実施時期　産後2週間及び産後１か月時の産婦健康診査
（ ２） 金額　　　5, 000円を上限とする
（ ３） 検査内容　問診・ 診察・ 体重、血圧測定・ エジンバラ産後うつ病質問票
              （ ＥＰＤＳ）
（ ４） 回数　　　対象者1人につき２回以内

　受診数　延70人（ R2. 12末現在）

　　　　　今年度は、年間出生数の約1/2を見込んでいる。

令和２年度　新規事業報告

目　的

産後うつの予防や新生児への虐待予防等を図るため、産後２週間、産後１か月など出産
後間もない時期の産婦に対する健康診査（ 母体の身体的機能の回復、授乳状況及び精神
状態の把握等） に係る「 産婦健康診査」 費用を助成することにより、産後の初期段階に
おける母子に対する支援を強化し、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援体制
を整備する。

対象者

実施期間

令和2年4月1日以降に母子健康手帳を交付された産婦
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事業名 産後ケア事業

内　容

（ 実施方法・ 周知等）

令和２年度実績

令和２年度　新規事業報告

目　的
退院直後の母子に対して心身のケアや育児のサポート等を行い、産後も安心して子育て
が出来る支援体制の確保を目的とする。

（ １） 対象時期　　生後４か月未満
※（ ２） 利用料　　　実施機関に４０，０００円　 １割分は自己負担（ 4, 000円）

（ ３） 内容
      １ . 産婦及び妊婦に対する保健指導及び授乳指導
      ２ . 産婦に対する療養上の世話
      ３ . 産婦に対する心理的ケアやカウンセリング
      ４ . 育児に関する指導やサポート
（ ４） 実施機関　札幌市内の助産施設
（ ５） 回数　　　対象者1人につき４泊以内
（ ６） 委託料　　宿泊型１拍につき３６，０００円

利用数　実２人　計５泊（ 令和2年12月末）

対象者

実施期間

家族から十分な家事や育児の援助を受けられない産後に心身の不調や育児不安の有る産
婦及び乳児
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担当課 ： 保健課

事業名 　５歳児相談

　恵庭市内に住民票を有する、年度内に５歳になる児　588人

　年３回

　令和2年12月16日（水）・18日（金）・令和3年1月22日（金）※予備日のため実施なし

内　容

（実施方法・周知等）

令和２年度実績 　実施回数２回　　実施数１５人

　　　　　　　　小学校就学に関する情報提供（相談は希望者のみ）

（５）従事者　　保健師・栄養士・看護師・

　　　　　　　　(各回１５名)。

　　　　　　　（発達支援ｾﾝﾀｰ）発達支援指導員・

　　　　　　　（教育支援課）市教育委員会担当・（外部依頼）臨床心理士

（２）周　知　　個別通知・広報えにわ11月号

（３）実施方法　相談は希望者とし、保護者からの申し込み制とする

（４）実施内容　視力検査、身体計測、問診、（希望者及び必要な方）発達相談、

令和２年度 新規事業

（１）場　所　　えにあす

目　的

対象者

実施期間

（４）子どもの発達に不安を持つ保護者に対し、安心して相談できる機会とする

（３）就学前の子どもの円滑な就学移行を目指す

（２）幼児期になって顕在化する軽度の発達障害を早期に発見する

（１）5歳児の成長、発達の確認及び心身の健康の保持増進を図る
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事業名 二次救急医療助成事業

内　容

（実施方法・周知等）

計画数

令和３年度 新規事業報告（案）

目　的

新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、感染症を疑う救急患者の対応に

ついて、従来に比べて格段に困難状況の中、対応にあたっている。今後に

おいても、救急医療体制の確保と私的二次医療機関による受入れを円滑に行い、

本市の救急医療をより充実させることを目的としている。

401人～600人　　500,000円

対象者
恵み野病院、恵庭第一病院、えにわ病院

実施期間
令和3年4月1日～令和4年3月31日

【事業内容】傷病者の状況に応じ、高度な医療を提供する二次医療機関

【実施方法】〇1医療機関への定額割：30万円（現行）から搬送人数により

　　　　　　設定条件が変動

1人～200人　　　300,000円

201人～400人　　400,000円

〇恵庭第一病院　261人　400,000円

〇えにわ病院　　149人　300,000円

601人～800人　　600,000円

801人～1,000人  700,000円

1,001人　　　　 800,000円

　　　　　　〇搬送人数割：1人当たり　3,000円（変更なし）

〇恵み野病院　　916人　700,000円
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事業名 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業

内　容

（ 実施方法・ 周知等）

計画数

令和３年度　新規事業報告（案）

目　的

国の主導的役割により「 新型コロナウイルス感染症に係るワクチンの接種に

ついて」 に基づき、新型コロナウイルスワクチンの供給が可能となった場合に、

早期に接種が開始できるよう準備を進めるため、必要な体制の確保に取り組む

必要がある。

新型コロナウイルスワクチン接種を行うにあたり、

対象者
恵庭市民対象（ 医療従事者等は北海道で対応）

実施期間
令和3年2月17日～令和4年2月28日まで

＜事業内容＞

〇人的体制整備

新型コロナウイルスワクチン接種において、円滑且つ適切に

接種できるよう、必要な執行体制を計画し確保する。

〇予防接種台帳システム等のシステム改修

2回接種　70, 000人（ 最大値）

既存の予防接種台帳システム等の改修を行い、データベース化を行う。

〇印刷・ 郵送準備

新型コロナウイルスワクチンの接種を行うにあたり、必要となる接種券

等を印刷・ 郵送できるように準備する。

（ 手法： コールセンターの開設）

〇接種の実施体制の確保

地域の医療関係団体等と連携して、接種の実施体制の構築の検討及び調整を

行う。

〇相談体制の確保

住民からの問い合わせ等を受け付ける体制を確保する。
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事業名

内　容

（実施方法・周知等）

計画数

令和３年度 新規事業報告（案）

目　的

　より早期からの歯科健診の実施により、歯周病やう歯による喪失を防止し

歯科口腔保健の関心を高め、生涯を通じた歯・口腔機能の維持向上と医療費

の抑制を目的とする。

成人歯科健診事業（歯周疾患検診）

金額　　：自己負担500円

対象者
年度内に40歳・50歳・60歳・70歳になる市民

母子手帳を交付した妊婦

実施期間
令和3年4月1日～令和4年3月31日

実施方法：個別歯科医療機関での歯周疾患検診の実施

委託先　：恵庭市歯科医師会への委託

周知　　：対象者へ個別受診券の発行と周知

検診内容：問診、歯周組織検査、健診結果の判定と保健指導

恵庭市民：235人程度

回数　　：年度内一人1回
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事業名 新生児聴覚検査事業

内　容

（実施方法・周知等）

計画数

令和３年度 新規事業報告（案）

目　的
新生児聴覚検査に要する検査料を助成することにより、経済的負担の軽減を図るととも
に、検査を実施することで新生児の聴覚障がいの早期発見・早期療育を図り、聴覚障が
いによる音声言語発達等への影響を最小限に抑えることを目的とする。

　３５５人

（１）実施時期
ｍｍｍ原則として出生後１週間以内（分娩取扱機関で実施できない場合、他機ｍｍｍ関
で実施する場合は生後3か月以内）
（２）金　　額　　全額負担
（３）検査内容
ｍｍｍ聴覚検査：自動聴性脳幹反応検査(AABR)、耳音響放射検査(OAE)
（４）回　　数　対象者1人につき１回
（５）その他：北海道と医師会において新生児聴覚検査協定書を締結済　　　ｍｍｍｍ
ｍｍｍ（令和2年4月1日より）　地方交付税算定済

対象者

実施期間

令和3年4月1日以降に母子健康手帳の交付のあった新生児
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